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『ふるさと星ヶ峯が好き，学校が好き
夢に向かって笑顔で学ぶ 星西っ子』

2021（R３年度）

鹿児島市立星峯西小学校

夢 実 現 に向けて，基 礎 的 な 力 を確実に身につけ ，
自分が持つ 可 能 性 を発見できる子どもを育てる

か し こ く (知) ・な か よ く （徳） ・た く ま し く (体）

進んで学び，よく考え，確かな 心やさしく思いやりがあり， 進んで体を鍛え，元気で
学力を身に付ける 誰とでも仲良くする 粘り強く

〔かしこく：確かな学力〕 〔なかよく：人権尊重〕 〔たくましく：山坂達者〕

① 集中して学習取り組む ①いじめ，仲間はずれをしない ①継続した運動を行う

② 聞き，考え，進んで発表 ②あいさつ，返事，言葉づかい ②目標を持ちチャレンジ

③ 読書 ③すべての命や物を大事にする ③責任を持ち取り組む

学校・家庭・地域社会 特色ある学校づくり PTA活動の充実
との連携

学校教育目標

鹿児島市立星峯西小学校グランドデザイン

■ 学校経営の充実 ■ 確かな学力の定着

こんな教師にこんな学校に

■ 保健体育（健康教育）
の充実

(1)人権教育の充実
◆全教育活動を通した人権教育の推進
◆差別・偏見・いじめを見逃さない

(2)道徳教育の充実
◆全教育活動を通した道徳教育の充実
◆考え，議論する授業形態の研究

(3)特別活動の充実
◆学級活動の充実
◆児童会・委員会・クラブ活動の充実
◆学校行事の充実

(4)環境教育の推進と教育環境の整備
◆環境に対する感受性の育成
◆教育環境の整備，充実

(5)生徒指導の充実
◆いじめや不登校（傾向）児童の未然防止と初
期対応の迅速化

◆生徒指導体制の確立

◆基本的な生活習慣の確立
◆教育相談の充実

(6)読書活動の充実
◆創立40周年記念イベント事業の再（記念講演）

(1)学習指導の充実
※新学習指導要領の実践
◆調査の結果分析と対応策の策定・実践
○全国学テ・鹿学習定着度調査・NRT

◆基本型の徹底
○西小ベーシックの継続的な運用

◆家庭学習の充実
○【学年×10分＋20分】

◆目標値，手段，形態の試行と実践
○単元，学期末テ85点・漢字力計算力
の定着90％以上・NRT偏差値54・アン

ダーアチーバー０をめざす
◆情報教育の充実（教育の情報化：鹿市）

◎学力向上〔重点取組事項〕

(1)教科体育の取組
◆体育授業の充実

(2)教科外体育の取組
◆教科外体育の充実

(3)健康教育の充実
◆保健指導，保健教育の充実
◆法的伝染病の積極的予防

(4)安全指導の充実
◆食育指導の充実

(5)食に関する指導，学校給食
（食育の充実）及び給食室の安
全管理

◆食に関する指導，学校給食（食育）
の充実

◆給食室のスムーズな運営と管理体制
の構築

目指す子ども像

■児童数
６３０人

関係職員数
５２人

※R3.4.1現在

(1)学校経営の充実
※新学習指導要領の実践

(2)教育課程の実施・評価
※新学習指導要領の実践
◆適正な教育課程の編成
◆完全実施と適切な評価
◆特色ある教育活動の推進
◆カリ・マネの視点
◆社会に開かれた教育課程
◆保・幼・小・中連携

(3)服務規律の厳正確保
◆自分の事としての自覚

(4)働き方改革の実践
◆業務改善の更なる啓発
◆教育の質の維持と向上

(5)特色ある学校づくり
◆地域と融合した開かれた学校
◆地域の信頼に応え，地域の拠点

(6)学校・家庭・地域社会との連携
(7)教職員の指導力と資質向上
※新学習指導要領の実践
◆自ら学ぶ校内研修
◆教職員としての資質向上

■ 自尊心の高まりと寛容
の心を育む 心の教育

重点目標

キャッチフレーズ

共通実践事項と
一学校一改革 ★あいさつ ★読書

★汗 ★笑顔

(7)特別支援教育の充実
◆校内体制の確立
◆就学指導の推進
◆諸関係機関及び他校との連携
◆個別の指導計画等の作成と指導内容の研究
◆学業不振等に応じた指導の工夫
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本県の基本目標 

あしたをひらく心豊か

でたくましい人づくり 

 
鹿児島市教育振興基本計画 
鹿児島市に誇りを持ち，これからの

時代に必要な生きる力を養い，心身

ともにたくましく，学び続ける人材

を社会全体で育てます。 

○「俳句の取組」「表現運動発表会」
等への参加

○「茂頭の棒踊り」の継承（５年，６年）
○校区コミュニテイ協議会との連携
（成人学級等）
※棒踊り，鬼火焚き等，灯籠づくり，
門松づくり等の伝統行事の継承

○学校支援ボランティアの協力で学
習や教育活動の充実

○金管バンド活動と行事等への参加

校 訓

○10年先を見通したPTA活動の創造
と本校Ｐ組織の在り方を協議

○一人一役を充実させる
○学校行事の支援と補助依頼
○おやじの会の再結成と組織の確立
○行事の精選
○各部の活動内容の精選
○市・県Ｐ連との連携
○星ヶ峯地区３校連絡会の活性化
○校区コミュニテイ協議会との連携

○星峯西校区コミュニテイ協議会
（成人学級）やあいご会行事等
への積極的参加

・児童クラブ・スターキッズ教室
・谷山北公民館
○あいさつ運動の啓発と実践
○「開かれた学校」の啓発
○情報発信
○HPと安心・安心・安全メールの活用
○学校評議員会から学校運営協議会
（コミュニティスクール）へ移行準備


